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　新採用のＡさんは、学生時代にサポーターを
してい

た学校で、組合員のＢさんと仲良くなりました
。２年

後、他府県に住んでいたＡさんは教員を目指し
、Ｂさ

んに相談。なんと毎回飛行機に乗って教採突破
講座に

参加し続け合格。赴任した学校の組合員さんが
組合加

入の意思を確認し、加入用紙が届きました。

　大教済の加入も進んでいます。大教済の担当
者が組

合員を訪問した際、せっかくなので新採用の方
に訴え

をと、２人で教室を訪れ説明をしました。する
と「い

いですね」とその場でサインしました。他の職
場でも

同僚に訴えての加入が続いています。あなたの
職場の

人にも加入の声かけをすすめましよう。

学生時からつながり突破講座参加
大教済の職場訪問で声かけ

よ
く
す
る
会
総
会

＝
５
月
15
日　
　

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議（
市
対
連
）は
５
月
14

日
、
市
役
所
前
で
市
会

開
会
日
宣
伝
を
行
い
、

各
団
体
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
訴
え
ま
し
た
。

　
「
検
査
・
医
療
体
制
、

相
談
窓
口
を
増
や
す
こ

と
に
予
算
を
」（
府
保

険
医
協
会
）、「『
自
宅

療
養
』
と
は
入
院
し
た

く
て
も
で
き
ず
、
医
療

か
ら
こ
ぼ
れ
て
い
る
事

態
。
大
阪
市
が
医
療
崩

壊
を
打
開
す
る
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
」（
民
医

　

「
う
れ
し
く
て
遊
べ

る
し
、
勉
強
で
き
る
、

ち
ゃ
ん
と
」
通
常
授
業

が
再
開
し
た
５
月
24

日
、
子
ど
も
の
声
が
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
子
ど
も
達
が
疲
れ

て
い
る
、
給
食
の
残
食

が
ま
だ
多
い
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

突
然
「
３
限
目
に
登

校
」「
給
食
を
喫
食
す

る
た
め
に
登
校
」
を
強

い
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が

崩
れ
、
体
を
動
か
す
こ

と
も
減
り
、
再
開
で

員
会
と
も
協
議
を
重
ね

て
、
接
触
機
会
を
減
ら

す
」
た
め
と
述
べ
ま
し

た
が
、
17
日
に
は
「
大

げ
さ
で
や
り
過
ぎ
て
る

か
も
し
れ
な
い
」「
リ

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
し
て

は
、
正
し
い
か
正
し
く

な
い
か
は
別
に
し
て
」

と
全
く
無
責
任
な
発
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
教
・
市
高
教

は
５
月
19
日
市
教
委

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
か
ら
子
ど
も
と

教
職
員
の
い
の
ち
を
守

る
緊
急
申
し
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た
。
大
阪
府

の
死
者
数
や
入
院
で
き

な
い
感
染
者
の
多
さ
、

変
異
株
の
広
が
り
、
医

療
崩
壊
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

①
幼
稚
園
・
小
学
校

・
中
学
校
・
高
等
学
校
で

陽
性
者
が
出
た
場
合
、

当
該
校
の
全
幼
児
・
児

童
・
生
徒
・
教
職
員
に
対

し
て
直
ち
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
う
こ
と
。
②
教

職
員
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
。③
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

副
反
応
に
対
す
る
特
別

休
暇
、
職
務
免
除
等
。

　

地
方
教
育
行
政
法
が

改
悪
さ
れ
、
教
育
委
員

長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
た
新
教
育
長
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
首
長

が
教
育
長
に
職
務
命
令

を
発
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
、
教
育
委
員
会
は

合
議
制
で
、
教
育
長
だ

け
で
判
断
出
来
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
は
、
文

科
大
臣
、
文
科
省
局
長

の
答
弁
で
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
長
の
行
為
は
地
方

教
育
行
政
法
違
反
で
あ

り
、
学
校
現
場
を
混
乱

さ
せ
、
子
ど
も
の
学
習

・
発
達
す
る
権
利
を
奪

う
も
の
で
厳
し
く
批
判

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

松
井
市
長
は
「
子
ど

も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
」

「
子
ど
も
の
命
を
守

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
対
策
は
極
め
て
不

十
分
で
す
。

　

い
ま
こ
そ
コ
ロ
ナ
を

封
じ
込
め
る
た
め
、
大

阪
市
の
財
源
を
活
用

し
、
大
規
模
検
査
を
行

い
、
無
症
状
感
染
者
の

　

大
阪
市
会
・
教
育
子

ど
も
委
員
会
が
５
月
20

日
開
か
れ
、「
生
野
区
の

学
校
統
廃
合
を
考
え
る

会
」（
４
連
合
振
興
町

会
会
長
）
提
出
の
陳
情

「
１
．
区
長
と
の
懇
談

会
で
、生
野
区
長
は『
説

明
が
な
さ
れ
て
い
な

い
』
と
認
め
、
問
題
点

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
工
事
の
強
行
、

再
編
計
画
は
、
い
っ
た

ん
立
ち
止
ま
り
、
丁
寧

な
話
し
合
い
を
求
め
ま

す
。２
．生
野
区
長
と
の

懇
談
会
を
引
き
続
き
、

継
続
を
求
め
ま
す
」
が

審
査
さ
れ
ま
し
た
。
陳

情
署
名
は
７
３
０
０
筆

と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
と
生
野
区
長
の

懇
談
会
は
３
月
５
日
、

30
日
に
開
か
れ
、
保
護

者
か
ら
、
生
野
中
学
校

区
が
義
務
教
育
学
校

に
、
田
島
中
学
校
区
が

施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
に
、
大
池
中
学
校
区

が
連
携
型
小
中
一
貫
校

に
な
る
こ
と
に
、「
な

ぜ
三
つ
と
も
違
う
の

か
、
経
過
と
教
育
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ

し
い
」
と
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
区

長
、
課
長
は
説
明
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
委
員

会
で
も
こ
の
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
ま
と
も
な
説
明
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
が
学
校

統
廃
合
の
手
段
で
あ
っ

た
こ
と
が
改
め
て
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
野
区
長
は
「
団
体

と
の
協
議
等
の
も
ち
方

に
関
す
る
指
針
」（
課

長
級
が
対
応
）
を
も
と

に
、
今
後
の
懇
談
会
へ

の
出
席
を
否
定
し
ま
し

た
。
学
校
統
廃
合
を
推

進
す
る
区
担
当
教
育
次

長
の
区
長
の
出
席
拒
否

に
批
判
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
の
異
常
な
対

応
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

小
中
一
貫
校
の
検
証
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

『
小
中
一
貫
教
育
の

実
証
的
検
証
』（
山
本
由

美
他
）
が
３
月
に
出
版

さ
れ
、大
阪
で
は
、ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
幸
田
泉
さ

ん
の
元
文
科
事
務
次

官
、
前
川
喜
平
氏
に
聞

く「
維
新
は
学
校
を『
や

っ
て
る
感
』
の
犠
牲
に

す
る
な
」
が
配
信
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、Ｕ
Ｃ

Ｏ（
大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

通
信
社
）が
関
連
動
画

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

保
護
が
必
要
で
す
。

　

保
護
者
か
ら
「
子
ど

も
全
員
の
検
査
を
」
の

声
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
秋
田
市
は
教
育
・

保
育
職
員
５
８
０
０
人

の
抗
原
検
査
を
行
う
、

寝
屋
川
市
も
最
大
５
２

５
０
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
６
月
か
ら
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
教

職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

接
種
・
副
反
応
の
勤
怠

に
つ
い
て
直
ち
に
特
別

休
暇
等
と
す
べ
き
で

す
。

「
み
ん
な
と
過
ご
せ
る

時
間
が
多
く
な
っ
た
か

ら
、
う
れ
し
い
」
と
の

声
が
あ
が
っ
た
よ
う

に
、
学
校
で
仲
間
と
と

も
に
学
ぶ
こ
と
を
制
限

さ
れ
、
大
き
な
負
担
を

負
い
ま
し
た
。

保
護
者
が

市
会
に
陳
情

　

中
学
生
の
保
護
者
は

「
突
然
の
決
定
は
許
せ

な
い
」
と
、
市
教
委
に

連
日
電
話
で
「
１
日
も

早
く
通
常
の
対
面
授
業

に
戻
し
て
ほ
し
い
と
市

長
に
伝
え
て
」と
訴
え
、

市
会
陳
情
を
出
し
ま
し

た
。
５
月
20
日
の
市
会

・
教
育
子
ど
も
委
員
会

に
は
保
護
者
２
人
か
ら

「
通
常
授
業
に
も
ど
す
」

こ
と
を
求
め
る
陳
情
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井
市
長
は
、「
子

ど
も
達
の
命
を
守
る
と

い
う
こ
と
最
優
先
し
て

考
え
た
上
で
、
教
育
委

連
）、「『
広
域
行
政
一

元
化
条
例
』
の
具
体
化

よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
ま

と
も
な
学
習
が
で
き
て

い
な
い
の
に
、
学
力
テ

ス
ト
を
や
る
べ
き
で
は

な
い
」（
新
婦
人
）。

都
市
計
画
局

万
博
推
進
局

　

市
会
は
「
広
域
行
政

一
元
化
条
例
」
を
具
体

化
す
る
条
例
・
規
約
を

維
新
と
公
明
の
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案
は

次
の
も
の
で
す
。「
大
阪

都
市
計
画
局
の
共
同
実

施
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
」、「
万
博
推
進
局

の
共
同
設
置
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
」、「
大

阪
の
成
長
及
び
発
展
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針

に
関
す
る
事
務
の
委
託

に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
」、「
大
阪
市
事
務
分

掌
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
」。

　
「
大
阪
都
市
計
画
局
」

の
「
規
約
」に
は
、「
う

め
き
た
地
区
、
新
大
阪

駅
前
地
区
、
夢
洲
・
咲

洲
地
区
、
大
阪
城
東
部

地
区
等
に
お
け
る
広
域

拠
点
開
発
に
係
る
企

画
」
や
大
阪
府
が 

10

年
前
に
発
表
し
た
大
阪

市
の
大
規
模
開
発
プ
ラ

ン
で
あ
る
「
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
・
大
阪 

及

び
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

・
大
阪
都
市
圏
」
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

大
阪
市
民
の
税
金
、

積
み
上
げ
て
き
た
財
源

を
大
阪
府
主
導
で
大
型

開
発
に
使
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

７月３日（土）14時開会
アネックスパル法円坂

拡大中央委員会
取り組みを交流し
方針を確認します

市長は地教行法違反を止めよ
保護者が学習権を守る行動

大
阪
市
の
財
源
で

子
ど
も 

教
職
員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

府
市
一
元 

具
体
化
強
行

市
民
の
命
を
守
れ
！

子ども
の

権利守
れ

統
廃
合
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
れ

住
民
に
説
明
な
い 

小
中
一
貫


